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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	   報 告 者
	江ノ島ヨットクラブジュニア　中学3　　有山夏子　　　    

	大 会 名
	IODA ASIAN CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Pattaya, THAILAND

	大 会 期 間
	July 3 till 11, 2010


	気温、水温

ウエアについて


	気温：　高温多湿（連日３０度以上）
水温：　とても暖かい

ウェア：直射日光を避ける長袖のほうが着心地が良かった。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	潮が速い（とても強い）、強いときで３０メートル／分程度あったと思われる。
微風の場合、潮が速く進まない。
スコール（雨雲）がこない限り微風だった。

	　セッティングで

注意したこと
	ある程度風があってもすぐに微風になってしまうので、セールにテンションをかけすぎないよう注意した。

	　セーリングで

　注意したこと


	ヒールするとすぐ潮に流されるので細めに起こすようにした。

	　海上で練習した

こと
	できるかぎり強い潮に流されないように走る練習をした。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	潮がとても強いので微風の際は大変だった。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	ポジション取りをするときも、たとえば１分でどの程度流されてしまうかを予測するのが難しかった。

後ろから潮がくるときは、リコールしやすく大変だった。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	潮が上から下へ流れている際の、上マークアプローチはオーバーセールをする。
逆の場合はレイラインの手前でアプローチする。

と試みたが実際は難しかった。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	スタートのテクニック。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	ラインをみる練習を多く行ったこと。
潮が強く流される場合の修正に役立った。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	スタート練習。（ゼロスタの練習）

	　印象に残った

外国選手は？

　
	どんな環境下でもいつも上位に入っていた選手。

	　今後の課題と

　目標は？
	スタート時からトップスピードまでの時間短縮。

	　ＪＯＤＡへの要望
	特にありません。
色々とお世話になりありがとうございました。

	　

その他


	特にありません。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

